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はじめてのハッピーバースデイ
平成22年８月に生まれた満１歳のお友だちです。

●坂下裕
ひ ろ と

磨ちゃん
Ｈ22.8.11

（細野・男の子）
これからもお兄ちゃん
と仲良く元気いっぱい
遊んでね♪

●橋本涼
りょうすけ

佑ちゃん
Ｈ22.8.8

（下田子・男の子）
いっぱい食べて、いっ
ぱい笑って、元気に大
きくなってね。

■
監
督　

柳
田
嘉
彦
教
諭

　

選
手
を
含
め
７
人
の
部
員
、
保
護
者
の
方
々
、
地
域
の

方
々
の
応
援
が
あ
り
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
価
値
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
ま
す
ま
す
稽
古
に
励
み
、

生
活
面
で
も
範
を
示
す
相
撲
部
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

僕にとって最後の東北大会は、団体戦
優勝というすばらしい結果になりまし
た。これは、自分たちの力だけではな
く、今まで支えてきてくれた保護者や、
稽古をつけてくれた OB の方々、そし
ていつも熱い思いを持って教えてくれ
た柳田先生のおかげです。

相手は２年生や３年生で怖かったけど、
思いっきり立ち向かいました。土俵際
で負けそうになった時に、ここで負け
られないと力をふりしぼったら勝つこ
とができて、うれしかったです。

先鋒は流れをつくる大事な立場なので、
とにかく全力を尽くしました。優勝で
きたのは仲間のおかげだと思います。

■
先
鋒

　

上
平
晴
輝 

選
手

（
２
年
）

■
中
堅

　

山
市
大
悟 

選
手

（
１
年
）

■
大
将

　

山
市
竜
範 

選
手

（
３
年
）

　

８
月
３
日
・
４
日
、
岩
手
県
八
幡
平
市
松
尾
相
撲
場

で
、
平
成
23
年
度
東
北
中
学
校
体
育
大
会
第
32
回
東
北

中
学
校
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ
、
東
北
各
県
の
強
豪
24

校
が
集
う
な
か
、
田
子
中
学
校
相
撲
部
は
見
事
に
団
体

戦
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
個
人
戦
で
は
、
１

年
生
の
部
で
山
市
大
悟
選
手
、
２
年
生
の
部
で
上
平
晴

輝
選
手
が
第
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

８
月
10
日
に
は
役
場
を
訪
れ
、
松
橋
良
則
町
長
、
秋

元
正
孝
教
育
長
に
優
勝
報
告
し
ま
し
た
。
報
告
を
受
け

た
松
橋
町
長
は
「
み
な
さ
ん
の
東
北
大
会
優
勝
は
田
子

町
に
元
気
を
く
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
を

述
べ
ま
し
た
。

快
挙
!!  

田
子
中
学
校
相
撲
部
が
東
北
大
会
で
初
優
勝
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任
期
満
了
に
伴
う
田
子
町
農

業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が
７

月
５
日
告
示
さ
れ
、
第
１
選
挙

区
、
第
２
選
挙
区
と
も
に
立
候

補
者
が
定
数
を
超
え
ず
、
無
投

票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
日
、
田
子
町
選
挙
管
理
委

員
会
で
は
、
立
候
補
し
た
８
人

を
当
選
人
と
決
定
し
、
当
選
証

書
を
付
与
し
ま
し
た
。

　

20
日
に
は
、
田
子
町
農
業
協

同
組
合
、
南
部
地
域
農
業
共
済

組
合
、
田
子
町
土
地
改
良
区
、

田
子
町
議
会
か
ら
推
薦
を
受
け

た
選
任
委
員
５
人
（
う
ち
女
性

２
人
）
に
対
し
、
松
橋
良
則
町

長
か
ら
辞
令
が
手
渡
さ
れ
、
合

わ
せ
て
13
名
の
委
員
で
臨
時
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

臨
時
総
会
で
は
組
織
会
が
行

わ
れ
、
互
選
に
よ
り
会
長
に
は

坂
下
文
明
氏
、
会
長
職
務
代
理

者
に
は
尾
形
憲
男
氏
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
23
年

７
月
20
日
か
ら
平
成
26
年
７
月

19
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
決
ま
る

議席 職　名 氏　名 備　　考 写真（左から）

1 委員 井 畑 順 光 第１選挙区（田子地区） 後列３人目

2 委員 日 向 　 進 第２選挙区（上郷地区） 中列３人目

3 委員 白 板 文 雄 八戸農業協同組合推薦 中列５人目

4 委員 日 澤 守 章 第２選挙区（上郷地区） 前列５人目

5 委員 上 平 喜 四 郎 田子町土地改良区推薦 中列７人目

6 委員 宮 村 尚 哉 第１選挙区（田子地区） 前列１人目

7 委員 西 野 榮 一 第１選挙区（田子地区） 後列２人目

8 委員 佐 野 　 房 田子町議会推薦 中列１人目

9 委員 工 藤 　 彰 第２選挙区（上郷地区） 中列２人目

10 委員 梅 内 勝 子 田子町議会推薦 中列６人目

11 委員 田 沼 誠 一 南部地域農業共済組合推薦 中列４人目

12 職務代理 尾 形 憲 男 第１選挙区（田子地区） 前列２人目

13 会長 坂 下 文 明 第２選挙区（上郷地区） 前列４人目

　

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
日
で

し
た
が
、
徒
競
走
で
は
相
手
に

負
け
じ
と
全
力
で
駆
け
抜
け
、

５
本
の
ロ
ー
プ
を
奪
い
合
う
プ

チ
綱
引
き
で
は
、
相
手
に
取
ら

れ
ま
い
と
必
死
に
食
ら
い
つ
い

て
い
ま
し
た
。
生
徒
ら
は
、
競

技
に
参
加
し
て
い
な
い
時
も
我

が
軍
を
勝
利
へ
導
こ
う
と
、
大

き
な
声
で
声
援
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

田
子
高
校
で

体
育
祭

　

７
月
７
日
、「
～

絆
～
輝
け
僕
ら
の

輪
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
田
子
高
校

で
体
育
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
選
手
宣

誓
で
は
、
紅
軍
団
長

の
北
向
遥
樹
君
と

白
軍
団
長
の
小
笠

原
聖
祥
君
が
「
暑
さ

に
負
け
ず
、
正
々

堂
々
と
戦
い
抜
く

こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
、
力
強
く
健
闘
を

誓
い
ま
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

１本もゆずれないプチ綱引き

手を取り１位でゴールテープを切る生徒



　
3 トピックス

地
区
の
田

子
町
農
山

村
広
場
が

選
定
さ
れ

ま
し
た
。

普
段
私
た

ち
が
生
活

し
て
い
る

地
上
１
ｍ
程
の
高
さ
に
設
置
し

た
機
器
で
、
空
気
中
の
放
射
線

量
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
自
然

界
に
あ
る
放
射
線
の
量
と
同
じ

で
人
体
に
影
響
の
な
い
値
で
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
後
日
、
放
射
性
物
質
の

セ
シ
ウ
ム
に
つ
い
て
町
内
の
飼

料
用
稲
わ
ら
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

５
０
０
日
達
成
表
彰
式

　

７
月
８
日
、
三
戸
警
察
署
で

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
５
０
０
日

達
成
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
平
成
22
年
２
月
23
日
か
ら

平
成
23
年
７
月
７
日
ま
で
の

間
、
交
通
安
全
活
動
に
貢
献
し

た
三
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
田

子
支
部
と
、
三
戸
地
区
交
通
指

導
隊
田
子
支
隊
に
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

県
が
町
内
で
放
射
線
量
を

調
査

　

７
月
12
日
、
青
森
県
原
子
力

安
全
対
策
課
が
来
町
し
放
射
線

量
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
障

害
物
が
な
く
地
面
が
土
と
い
う

条
件
か
ら
、
測
定
場
所
は
向
山

青森県原子力安全対策課による調査の様子

表彰を受ける田子支隊長の萩原さん（右）

第26回にんにくとべごまつり　運営委員長・ガーリックレディ紹介
　10月１日、２
日に開催される

「第26回にんに
くとべごまつり」
の運営委員長に
坂本三佳子さん、
ガーリックレデ
ィに袖村静香さ
んが決まりまし
た。

　運営委員長の
坂本さんは「た
っこにんにく・
田子牛をＰＲし
ながら、今の日
本に元気を届け
るため、田子町
民の皆様にご協
力をお願いいた
します。スタッ
フ一丸となって
今年はさらに成
功させられるよ

う頑張ります」と、まつりへの意気込みを語りま
した。

　ガーリックレディの袖村さんは「今回はギルロ
イ市に訪問できませんでしたが、交流はいろんな
方法でできると思います。インターネット

（FACEBOOK など）を利用し、ギルロイ市の方々
とのネットワークを深め、ますます長いお付き合
いをしていきたいです」と抱負を語りました。

第26回にんにくとべごまつり
▼日時　10月１日（土）、２日（日）
　両日とも午前10時30分〜午後３時
▼場所　大黒森229ドーム及び周辺
※田子牛バーベキュー予約券は、１枚2000円で
９月２日（金）からの販売開始予定。売り切れし
だい販売は終了となりますので購入はお早めに。

（内容：田子牛250ｇ、野菜、タレ、割り箸、受
け皿）
◎今年も盛大に開催！ 

田子牛の丸焼き１パ
ック500円で販売。

◎郷土芸能や様々なイ
ベントアトラクショ
ンを開催。

◎地元の味を揃えた出店も盛りだくさん。
ご家族・ご友人などお誘い合わせの上、ぜひご来
場ください！
問 にんにくとべごまつり実行委員会
　（役場経済課）☎ ２０−７１１４

坂本三佳子さん（サンモール）

袖村静香さん（袖平）
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３
年
生
の
生
徒
と
保
護
者
は
一

緒
に
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
ま
し

た
。
講
師
の
六
戸
町
沼
田
医
院

沼
田
知
明
院
長
は
初
め
に
、
自

殺
者
の
増
え
て
い
る
現
在
の
状

況
に
つ
い
て
、「
生
き
る
こ
と

は
命
の
リ
レ
ー
で
、
そ
の
バ
ト

ン
を
つ
な
ぐ
た
め
に
生
き
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
話
し
ま
し

た
。
ま
た
、
中
学
生
の
男
女
交

際
に
つ
い
て
は
「
恋
人
が
で
き

た
ら
思
い
や
り
と
責
任
を
持

ち
、
中
学
生
ら
し
い
交
際
を
」

と
生
徒
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
し
て
保
護
者
に
対
し
、「
反

抗
期
は
自
分
の
意
志
を
持
ち
成

長
し
て
い
る
証
拠
で
す
」
と
伝

え
ま
し
た
。

協
同
組
合
の
構
内
で
第
５
回
三

八
地
方
畜
産
品
評
会
が
行
わ

れ
、
全
７
部
門
50
頭
の
牛
が
審

査
を
受
け
ま
し
た
。
町
内
か
ら

の
出
品
牛
の
入
賞
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
等
級
、
名
号
、
受

賞
者
、
知
事
町
長
賞
等
）

●
黒
毛
和
種　

若
雌
の
１

　
（
生
後
12
～
16
カ
月
齢
未
満
）

▽
１
等

　

は
ら
じ
ろ
う　

山
市
進

▽
２
等
１
席

　

や
ま
ひ
さ　

山
市
進

▽
２
等
２
席

　

は
な
ひ
さ　

蹴
揚
忠
義

●
黒
毛
和
種　

若
雌
の
２

　
（
生
後
16
～
19
カ
月
齢
未
満
）

▽
優
等　

ご
ひ
ら
ふ
く
て
る

　

尾
形
喜
悦
（
田
子
町
長
賞
、

八
戸
農
協
組
合
長
賞
、
田
子
町

畜
産
振
興
連
絡
協
議
会
賞
）

●
黒
毛
和
種

　
（
第
１
花
国
産
子
繁
殖
雌
牛
）

▽
２
等
２
席

　

し
げ
ほ
７　

村
木
進

●
黒
毛
和
種
（
母
系
登
録
群
）

▽
１
等

　

や
さ
か
え
２
の
３　

森
崎
敏

▽
１
等

　

第
９
や
さ
か
え　

森
崎
敏

トピックス

三
期
会
が

震
災
義
援
金
寄
付

　

７
月
15
日
、
田
子
中
学
校
の

第
３
期
卒
業
生
で
組
織
さ
れ
た

三
期
会
（
原
田
正
智
会
長
）
副

会
長
の
大
野
廣
治
さ
ん
と
監
事

の
熊
谷
實
郎
さ
ん
が
役
場
を
訪

れ
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ

の
義
援
金
と
し
て
約
20
万
円
を

松
橋
町
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社

青
森
県
支
部
を
通
し
て
被
災
地

へ
贈
ら
れ
ま
す
。

田
子
中
学
校
で
性
教
育
セ

ミ
ナ
ー

　

７
月
19
日
、
田
子
中
学
校
で

性
教
育
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
参
観
日
で
、

第
５
回
三
八
地
方
畜
産
品

評
会

　

７
月
20
日
、
三
戸
畜
産
農
業

沼田院長のセミナーを受ける生徒と保護者

審査を待つ出品者ら

しない！ させない！ ごみの不法投棄
～白萩平の粗大ごみ撤去～
　７月15日、町担
当課では白萩平に
不法投棄されたご
みを撤去しまし
た。捨てられたご
みは、廃タイヤ６
本、掃除機１台、
壊れた看板などで
す。これは、県委
嘱のポイ捨てゼロ
推進サポーターで
ある中村富幸さん
（原）の情報提供
により判明し、今
回の撤去に至りま
した。また、８月
10日には、白萩平
から小国牧野へ続
く小国長野平線の道路脇の藪の中に捨てられていた、ブ
ラウン管テレビ２台を撤去しました。
　不法投棄は犯罪です。本来ならば捨てた本人が片づけ
なければいけません。しかし、投棄者が判明しない場合
は、土地の所有者が片づけることになります。ごみは、
ごみのある場所や人目につきにくい場所に捨てられる傾
向があります。不法投棄を防ぐためには、私たち一人ひ
とりが監視に努め、私有地や集落内などをいつもきれい
な状態で保つことが大切です。

義援金を手渡した大野副会長（左）
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け
、テ
ン
ト
張
り
や
火
お
こ
し
、

飯
ご
う
を
使
っ
て
の
炊
事
な

ど
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
歌
や
ダ
ン
ス

な
ど
の
交
流
会
や
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
通
し
、
他
校

　

７
月
23
日
、
田
子
診
療
所
前

で
、
老
健
た
っ
こ
夏
ま
つ
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
５
回
目
の
開

催
と
な
る
今
回
は
、
ナ
ニ
ャ
ド

ヤ
ラ
保
存
会
や
上
郷
よ
さ
こ
い

踊
り
組
に
よ
る
踊
り
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
今

年
は
、
職
員
の
「
た
っ
こ
老
健

カ
ラ
カ
ラ
Ｔ
Ｋ
Ｅ
48
」
に
よ
る

歌
と
踊
り
が
会
場
を
大
い
に
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後

に
は
、花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

老
健
た
っ
こ
を
明
る
く
照
ら
し

ま
し
た
。

田
子
町
畜
産
振
興
連
絡
協

議
会
が
講
演
会
を
開
催

　

７
月
28
日
、
財
団
法
人
Ｆ
Ｎ

Ｓ
（
食
の
安
全
を
考
え
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
理
事
長
で
、
農

政
・
食
生
活
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
横
田
哲
治
氏
を
講
師
に
迎

え
、
著
書
「
食
を
守
る
」
の
出

版
を
記
念
し
た
講
演
会
が
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
講
演
会
終
了
後
に
は
、
松

橋
町
長
と
若
手
農
業
後
継
者
ら

を
交
え
て
、
農
業
経
営
の
現
状

や
課
題
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

●
日
本
短
角
種

　
（
未
経
産
・
経
産
の
部
）

▽
１
等

　

ま
さ
う
め　

米
田
正
行
（
田

子
町
畜
産
振
興
連
絡
協
議
会
賞
）

▽
２
等
２
席

　

ほ
ほ
と
よ
み　

米
田
正
行

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド

in
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ａ
２
０
１
１

　

７
月
22
日
か
ら
24
日
の
２
泊

３
日
で
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ワ
ー

ル
ド
in
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ａ
２
０
１
１
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た

の
は
町
内
の
小
中
学
生
22
名
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
田
子
町

野
外
活
動
協
会
員
の
指
導
を
受

の
児
童
生
徒
と
も
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

第
５
回
老
健
た
っ
こ
夏
ま

つ
り

町内の幼稚園、各保育園で夕涼み会
　７月の中旬から下旬にかけ、幼稚園と各保育
園で夕涼み会が行われました。園児による元気
いっぱいの遊戯や、保護者による工夫を凝らし
たダンスなど、会場を訪れた人々は大いに楽し
んでいました。また、ナニャドヤラ保存会や田
子高校郷土芸能部による盆踊りは、来場者も輪
に加わりみんなで踊りました。

トピックス

夏まつりを盛り上げたナニャドヤラ保存会

毎年楽しみにしている夏まつり

食の安全について講演する横田氏

みんなそろってキメポーズ（上郷保育園）

大きな声でわっしょい！　わっしょい！（田子保育園）

ミニねぶたを引きながら「ヨーシヨイサー」（田子幼稚園）

おいしく炊けるかな？



6トピックス

水
頭
小
学
校
の
４
年
生
以
上
の

児
童
23
名
で
す
。
初
日
の
２
日

は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
少
し

肌
寒
い
天
気
で
し
た
が
、
児
童

ら
は
楽
し
そ
う
に
泳
い
で
い
ま

し
た
。
最
終
日
に
は
泳
力
テ
ス

ト
が
行
わ
れ
、
３
日
間
で
上
達

し
た
泳
ぎ
を
披
露
し
ま
し
た
。

町
防
犯
協
会
が
地
域
の
安

心
安
全
を
呼
び
か
け

　

夏
の
地
域
安
全
運
動
推
進
強

化
旬
間
中
の
８
月
５
日
、
子
ど

も
や
女
性
に
対
す
る
犯
罪
の
防

止
や
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全

育
成
な
ど
を
目
的
に
、
田
子
町

防
犯
協
会
の
広
報
活
動
が
サ
ン

モ
ー
ル
た
っ
こ
商
店
街
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
出
発
式
で
は
、
町

防
犯
協
会
の
穂
積
倉
二
会
長
か

６
年
生
が
水み

ど

り
土
里
の
調
査
隊
と

な
り
、
水
土
里
ネ
ッ
ト
田
子

（
田
子
町
土
地
改
良
区
）
の
仕

事
や
、
農
業
農
村
整
備
事
業
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
施
設
な
ど
、

町
内
４
カ
所
を
訪
れ
て
学
習
し

ま
し
た
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
夏

坂
ダ
ム
で
は
、
観
測
所
を
見
学

す
る
グ
ル
ー
プ
と
、
ダ
ム
を
見

学
す
る
グ
ル
ー
プ
の
２
つ
に
分

か
れ
て
学
び
ま
し
た
。そ
の
後
、

お
互
い
の
グ
ル
ー
プ
同
士
で
無

線
機
の
使
用
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
体
験
し
た
児
童
は
「
こ
ち

ら
夏
坂
ダ
ム
、
異
常
あ
り
ま
せ

ん
」
と
少
し
緊
張
し
た
様
子
で

交
信
し
て
い
ま
し
た
。

町
民
プ
ー
ル
で
水
泳
教
室

　

８
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
の

３
日
間
、
町
民
プ
ー
ル
で
水
泳

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
し
た
の
は
田
子
小
学
校
と
清

ら
「
地
域
の
安
全

と
、
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
の
た

め
に
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」と

あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、

町
防
犯
協
会
役
員

と
女
性
部
、
防
犯

指
導
隊
な
ど
に
よ

り
、
買
い
物
に
訪

れ
た
人
ら
に
防
犯

を
呼
び
か
け
る
チ

ラ
シ
と
蛍
光
帯
、

蛍
光
た
す
き
が
配

ら
れ
ま
し
た
。

第
９
回

水
土
里
の
調
査
隊

　

８
月
９
日
、
町
内
各
小
学
校

泳ぎの上達を目指す児童ら

夜の外出時は気をつけてください

トマト畑でトマトに関するクイズを出題

プールサイドに座ってバタ足の練習

無線機の説明を聞く児童ら

富士山の山頂でたっこにんにくをＰＲ
　８月５日、田子町野外活動協会が役場を訪れ、７月29
日から８月１日までの日程で行われた富士山登山の報告
をしました。３回目の登山となる今回は、日本一高い山
で日本一のにんにくの宣伝を目的とし、にんにく100個
とのぼり旗を背負って富士山を登りました。休憩所や山
頂などでにんにくを登山客に配ると、「たっこにんにく
の名前は聞いたことはあるけど、手にするのは初めて」
と感激していたようです。この登山の様子は、ＴＣＶや
第26回にんにくとべごまつりでも紹介される予定です。

登山客とにんにくを持って記念撮影



　
7 図書館情報

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

▼
色
の
濃
い
日
が
休
館
日
で
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・

第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）

　

田
子
町
立
図
書
館☎

20
‐
７
２
２
１

９
月
の
図
書
館
行
事

▼
９
／
10
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ
「
遊
べ
る
」
折
り
紙
作
り

▼
９
／
24
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ
「
指
人
形
」
の
折
り
紙
作
り

※
９
／
28
（
水
）
乳
児
健
診
時
の

「
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
」
は
お
休

み
で
す

出
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
毎
日

の
暮
ら
し
に
参
考
に
な
る
本
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
し
あ
わ
せ
節
電

○
家
庭
の
安
全
・
安
心

○
危
険
か
ら
身
を
守
る　

災

害
・
状
況
別　

防
災
絵
事
典

○
地
球
の
上
に
生
き
る

○
も
っ
た
い
な
い
で
省
エ
ネ
生

活
○
生
活
図
鑑
「
生
き
る
力
」
を

楽
し
く
み
が
く

○
ひ
も
ほ
う
ち
ょ
う
も
つ
か
わ

な
い
平
野
レ
ミ
の
お
り
ょ
う

り
ブ
ッ
ク

夏
の
読
書
マ
ラ
ソ
ン
終
了

　

決
め
ら
れ
た
期
間
内
に
何
冊

の
本
を
読
め
る
か
挑
戦
す
る

「
読
書
マ
ラ
ソ
ン
」
が
終
了
し

ま
し
た
。
42
回
目
に
な
る
今
回

の
参
加
者
は
27
名
。
１

等
賞
（
８
日
間
で
40
冊

読
破
）
か
ら
３
等
賞
は

次
の
12
名
の
み
な
さ
ん

で
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

▽
１
等
賞　

岡
崎
寿
麗
、

岡
崎
紀
親

▽
２
等
賞　

萩
原
愛
佳
、

佐
藤
昭
斗
、
佐
藤
斗

和
子

▽
３
等
賞　

稲
村
禮
、

　

川
上
智
弘
、
佐
藤
龍

志
、
佐
野
し
ぐ
れ
、

一
ノ
渡
そ
の
か
、
新

井
田
実
穂
、
新
井
田

香
穂

図
書
館
情
報

暮
ら
し
の
工
夫
　
生
活
の
変
化

「
暮
ら
し
・
生
活
」
特
集

　

３
月
の
東
日
本
大
震
災
以

降
、
私
た
ち
の
生
活
は
以
前
と

は
違
う
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

暮
ら
し
方
や
考
え
方
が
変
化
し

た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
図
書
館
で
は
「
暮
ら

し
」「
生
活
」「
環
境
」
な
ど
に

関
す
る
本
を
集
め
て
展
示
・
貸

●仕事
▽ふむふむ／三浦しをん／366

ミ
●医療
▽ツレと貂々、うつの先生に会

いに行く／細川貂々／493
ホ

▽脳ストレスが消える生き方／
有田秀穂／498ア

▽ NHK ためしてガッテン50
代から備える健康寿命をの
ばすおかずの「超」基本／
498エ

●園芸
▽ターシャの喜びの庭／629ブ
●時代小説
▽澪つくし／深川澪通り木戸番

小屋／北原亞以子／913キ
▽古着屋総兵衛影始末９難破／

佐伯泰英／913サ
▽居眠り磐音江戸双紙37一矢

一秋／佐伯泰英／913サ
▽血は欲の色／公事宿事件留帳

／澤田ふじ子／913サ
▽龍馬奔る／少年篇／山本一力

／913ヤ
●ミステリー
▽アンダルシア／真保裕一／

913シ

▽十津川警部日本縦断長篇ベ
スト選集08 ／西村京太郎／
913ニ

▽カシオペアスイートの客／西
村京太郎／913ニ

▽出雲殺意の一畑電車／西村京
太郎／913ニ

▽真夏の方程式／東野圭吾／
913ヒ

●そのほかの小説など
▽明日のマーチ／石田衣良／

913イ
▽そこへ行くな／井上荒野／

913イ
▽いねむり先生／伊集院静／

913イ
▽月の上の観覧車／荻原浩／

913オ
▽ナニワ・モンスター／海堂尊

／913カ
▽サヴァイヴ／近藤史恵／

913コ
▽肉体について／三浦哲郎／

913ミ
▽母のはなし／群ようこ／

913ム
▽虹の岬の喫茶店／森沢明夫／

913モ
●エッセイ
▽死ぬ気まんまん／佐野洋子／

914サ
▽大人の流儀／伊集院静／

914イ

たくさん本を読みました



8公民館情報・お知らせ

お
知
ら
せ

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障

害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相

談
」
強
化
週
間
に
つ
い
て

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
全

国
一
斉
に
相
談
日
を
設
け
、

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ

ん
し
ん
相
談
」
を
通
じ
て
高
齢

者
、
障
害
者
の
人
権
相
談
を
左

記
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時　

９
月
５
日
（
月
）
～

９
月
11
日
（
日
）
ま
で
の
７
日

間▼
時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
７
時
ま
で

土
曜
日
・
日
曜
日
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で

▼
電
話　

全
国
共
通
人
権
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
０
０

３
‐
１
１
０
（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん

な
の
ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん
）

▼
内
容　

高
齢
者
や
障
害
者
に

対
す
る
虐
待
等
に
関
す
る
電
話

相
談
。

問
青
森
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課
☎
０
１
７
‐
７
７
６
‐
９
０

２
４

第
19
回
青
森
県
民
駅
伝
競

走
大
会

　

９
月
４
日
に
、
第
19
回
青
森

県
民
駅
伝
競
走
大
会
が
青
森
市

の
市
街
地
コ
ー
ス
を
会
場
に
、

「
健
脚
で
つ
な
げ
郷
土
の
和
と

心
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

県
内
40
市
町
村
の
代
表
選
手
が

一
同
に
会
し
、
8
区
間
33
・
８

㎞
で
健
脚
を
競
い
ま
す
。

　

田
子
町
チ
ー
ム
は
、
町
の
部

８
位
入
賞
を
目
指
し
て
、日
々
、

強
化
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願

第
57
回
田
子
町
民
大
運
動
会

　

９
月
11
日
、「
ひ
か
る
汗
み

な
ぎ
る
力
」
を
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
「
第
57
回
田
子
町
民
大
運

動
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
県
立
田
子
高
等
学
校

の
陸
上
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
、

総
合
優
勝
８
連
覇
を
狙
う
石
亀

チ
ー
ム
他
、
８
チ
ー
ム
で
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
雨
天
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
各
チ
ー
ム
、
団
長

を
中
心
に
優
勝
目
指
し
て
本
番

に
備
え
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
別
に
チ
ラ
シ
を

配
付
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。 公

民
館
情
報

■
行
事
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
子
町
中
央
公
民
館
（
☎

20
‐
７
０
７
０
）
ま
た
は
上
郷
公
民
館
（
☎
33
‐
１
８
１
１
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

い
し
ま
す
。

　

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
を
紹
介
し

ま
す
。

☆
監
督　

山
市
賢
一

☆
コ
ー
チ

　

栗
木
利
章
、
木
村
隆
雄

☆
選
手

▽
一
般
男
子
（
高
校
生
以
上
）

　

菊
地　

保
（
陸
自
八
戸
）

　

森
崎
進
也
（
田
子
町
教
委
）

　

森
崎
哲
志
（
陸
自
八
戸
）

　

山
崎
祥
弥（阿

部
繁
田
子
工
場
）

　

大
坊
圭
人
（
光
星
高
２
）

　

村
木
竜
二
（
田
子
高
２
）

　

大
久
保
大
夢
（
田
子
高
１
）

▽
中
学
生
男
子

　

腰
巡
光
徳
（
田
子
中
３
）

　

村
木
翔
也
（
田
子
中
３
）

　

山
本
晃
輝
（
田
子
中
３
）

　

栗
木
宏
章
（
田
子
中
２
）

▽
女
子

　

笠
嶋
美
樹
（
田
子
高
２
）

　

笠
嶋
美
幸
（
田
子
高
１
）

　

川
端
玲
美
（
田
子
中
３
）

　

菊
地　

歩
（
田
子
中
２
）

青森県民のスポーツ・健康づく
りのマスコットアップリート君

たすきを受け取る田子町１区選手（前回大会）

み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

公
民
館
講
座
の
お
知
ら
せ

●
生
花
講
座

▽
と
き　

９
月
16
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民

館
研
修
室
▽
参
加
費　

１
回
１
０
０
０
円
程
度
▽
持
ち
物
花
は
さ

み
、
カ
ッ
タ
ー
等
▽
申
込
期
限　

随
時
受
付

●
ヨ
ガ
講
座

▽
と
き　

９
月
１
・
15
日
（
木
）
午
後
７
時
～
９
時

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
和
室

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

▽
と
き　

９
月
27
日
（
火
）
午
後
７
時
～
９
時
▽
と
こ
ろ　

上
郷
公

民
館
研
修
室
▽
材
料
費　

２
０
０
０
円
程
度
▽
テ
ー
マ
「
基
本
の

か
た
ち
⑴
」
▽
申
込
期
限　

９
月
22
日
（
木
）

●
水
曜
わ
ん
ぱ
く
塾

▽
と
き　

９
月
28
日
（
水
）
午
後
３
時
～
５
時
▽
と
こ
ろ　

上
郷
公

民
館
調
理
実
習
室
▽
内
容
簡
単
に
で
き
る
お
菓
子
作
り

▽
参
加
費　

２
０
０
円
▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

問のマークは「お問い合わせ先」の意味です
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不動産取得税について
　不動産取得税は、家屋を新築、増改築したときや、
土地や家屋を売買、贈与、交換などで取得したときに、
所得者に課税される県の税金です。
　納めていただく額は、市町村の固定資産課税台帳に
登録されているものについてはその価格に、登録され
ていないものについては評価した価格に、税率（住宅
及び土地の場合は３％、住宅以外の家屋の場合は４％）
を乗じた額になります。
　なお、住宅や住宅用地を取得した場合で、一定の要
件を満たす場合には、不動産所得税が軽減される制度
があります。
　また、東日本大震災により、所得した不動産に被害
のあった場合や、被災した不動産に代わる不動産を取
得した場合にも、減免、軽減等の制度があります。
　これらの制度を受けるためには、申請していただく
必要があります。
　詳しくは、下記にお問い合わせいただくか、青森県
庁ホームページ「県税・市町村税インフォメーション」
（http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/top.html）をご覧
ください。
問 三八地域県民局県税部課税第二課
　☎０１７８−２７−５１１１　内線２０９、２３５

９月11日は「警察相談の日」です
　警察では、事件・事故から被害を未然に防止するため
の相談やその他県民の安全と平穏を守るための相談に応
じています。どうしたらよいか迷った時は、各種相談窓
口をご利用ください。
　電話番号は次のとおりです。
▽警察本部警察安全相談
　♯９１１０番または☎０１７−７３５−９１１０
▽三戸警察署警察安全相談
　☎０１７９−２２−１１３５
▽配偶者からの暴力、ストーカー等の相談
　☎０１７−７２３−４２１１
▽性犯罪被害１１０番
　☎０１２０−８９−７８３４
▽ヤングテレホン
　警察本部少年課☎０１２０−５８−７８６７
▽暴力団の相談電話（㈶暴力追放青森県民会議）
　☎０１７−７２３−８９３０
●警察相談専用電話（♯９１００）に関すること
▽＃９１１０番の利用方法
　緊急の事件・事故以外の相談については、１１０番通
報ではなく＃９１１０番か☎０１７−７３５−９１１０を利
用願います。
▽＃９１１０番の広報スローガン
　「警察の相談ダイヤル＃９１１０」

ＮＨＫ学園
平成23年度後期入学生募集中！
▼概要
　全国どこからでも入学可能。ＮＨＫのテレビ・ラジ
オの放送を利用した特色ある教育課程で、３年間で高
校卒業資格を取得できます。登校は月に１～２回。
▼募集対象
　中学校を卒業した後、高等学校に入学していない者。
高等学校を途中退学した者。高等学校に在籍中の者。
▼申込方法
　ご請求により入学案内書と願書をお届け。出願受付
順に書類選考と面接を行います。
▼願書受付期間
　８月１日～10月20日（新入生・編入生）
　８月１日～11月20日（転入生）

問 ＮＨＫ学園高等学校
　☎０４２－５７３－８１１１（代表）
　フリーダイヤル☎０１２０－４５１４－２４

平成23年度 秋の
犬の登録及び狂犬病予防注射日程
	 実施時間	 実施場所
	   9:20〜  9:40	 農業者トレーニングセンター
	   9:50〜10:05	 清水頭地区総合研修センター
	 10:15〜10:30	 相米へき地保健福祉館
	 10:40〜10:55	 矢田郎地区コミュニティ消防センター
	 11:05〜11:20	 都市農村交流センター（原）
	 11:30〜11:45	 田子町商工会館前
	 13:15〜13:30	 石亀地区研修センター
	 13:40〜13:55	 山口生活館
	 14:00〜14:15	 関所橋付近
	 14:25〜14:40	 遠瀬生活館
	 14:45〜15:00	 上郷公民館

※犬は、年１回狂犬病予防注射を接種しなければなりま
せん。ただし、春（５月）に接種した犬は必要ありません。
▼予防注射手数料：3,000円
▼新規登録手数料：3,000円（犬の登録は、生涯１回）

問 役場町民課住民環境グループ  ☎２０−７１１３

10
月
７
日
（
金
）
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第10回トリコロールふるさと写真コンテスト
▼撮影場所
　トリコロールエリア内で撮影したものに限ります。

【トリコロールエリアとは】
　東北新幹線二戸駅を中心とした、青森県南・秋田県
北東・岩手県北の３つの地域19市町村を３色（ＴＲＩ
‐ＣＯＬＯＲ）に見たてた交流エリア。
〈青森県南〉三戸町、田子町、南部町、新郷村
〈秋田県北東〉大館市、鹿角市、小坂町
〈岩手県北〉二戸市、久慈市、一戸町、軽米町、九戸

村、洋野町、普代村、野田村、田野畑村、葛巻町、
八幡平市、岩泉町

▼作品テーマ等
①題材　▽自由部門（豊かな自然・心温まる人情・歴

史ある文化など、トリコロールエリア内の「宝」を
イメージした写真）▽課題部門（「花・桜」トリコ
ロールエリアの花や桜の写真）

②サイズ　２Ｌ判
　（デジタルプリント・銀塩プリント問わず）
▼応募締切　９月９日（金）必着

▼応募上の注意
◎応募作品は、未発表の自作品で平成22年１月１日以
降に撮影したものに限り、一人10点まで応募できます。
◎単写真（一枚写真）のみとし、組写真は受付いたしま
せん。
◎佳作以上の入賞作品の著作権は、主催者に帰属し、
原盤（デジカメはデータをＣＤ‐Ｒ等により）を提供
していただきます。
◎写真に肖像権を有する人物または建造物等が含まれ
ている場合、応募者本人が公表の承諾を得たうえで応
募してください。
◎題名、応募部門（自由・課題）、撮影場所（市町村
名と撮影地点）、撮影年月日、氏名、年齢、住所、電
話番号を記入した応募票を写真の裏側に添付して、郵
送または持参にてご応募ください。
▼応募先　〒028-6103岩手県二戸市石切所字森合
68番地『第10回トリコロールふるさと写真コンテス
ト作品募集係（なにゃーと内）』
問岩手県二戸市産業振興部商工観光課観光物産交流室

（カシオペアメッセ・なにゃーと内）
☎０１９５−２３−７２１０  FAX ０１９５−２３−２３４３

青森県営農大学校
平成24年度学生募集のお知らせ
▼修業年限　２カ年（全寮制）
▼募集人員　畑作園芸課程・果樹課程・畜産課程あわ
せて定員70名
▼受験資格　高校を卒業または卒業見込みの者、また
は同程度の者
▼受付期間
　⑴推薦選考　10月３日～13日
　⑵一般募集　12月８日～15日
※定員に満たない場合、二次募集試験を実施します。
▼試験日・内容
　⑴推薦選考　11月９日、作文・面接
　⑵一般募集　平成24年１月18日、現代文・数学Ⅰ・
　生物Ⅰ・作文・面接
▼経費等　入校検定料2200円
　入校後の１年間の修学経費は、授業料11万8800円、
諸経費65万円です。その他、詳細については教務研修
課へお問い合わせください。
▼入校願書の請求
　封筒に「願書請求」と朱書きし、宛先を明記した角
形２号封筒（200円切手貼付）を同封し、本校に請求
してください。なお、願書は、県内高校及び各地域県
民局農林水産部農業普及振興室でも入手できます。
▼問い合わせ・願書請求先
〒039-2598上北郡七戸町字大沢48の８　青森県営
農大学校教務研修課☎０１７６−６２−３１１１

第６回あおもり環境まんが展作品募集
▼テーマ　「便利 vs 不便」
▼対象　青森県内に在住のアマチュアの方
▼部門
◎一般部門（高校生以上）◎ジュニア部門（中学生以下）
▼制作条件
◎作品形態　「１コマ」または「４コマ」まんが（生
原稿）◎サイズ　１コマ＝横18cm ×縦18cm　４コ
マ（縦４コマ）＝横10cm ×縦30cm ◎用紙　Ｂ４判
の用紙を使用
▼応募規定
◎自作の未発表作品に限ります。
◎１人につき１点まで。
◎応募作品の著作権・出版権、パンフレット・ポスタ
ー等への使用権は特定非営利活動法人青森編集会議に
帰属します。
◎応募作品は返却いたしません。
※住所、電話番号等の個人情報に関しては、選考、発表にかか
わる事項以外には使用しません。入賞作品の発表の際には、氏
名、年齢、在住市町村、学校・学年などを公表します。
▼応募方法　作品の裏面に応募部門、タイトル、住所、
氏名、年齢、学校名・学年、連絡先電話番号を明記し
てください。ペンネームの場合は、必ず本名も明記し
てください。
▼応募・問い合わせ先  〒038-0001青森市新田1-11
-5ＮＰＯ法人青森編集会議「まんがコンクール」係 
☎０１７−７８２−１２６１   FAX ０１７−７６１−１８６９
▼締切　９月30日（金）当日消印有効
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■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
９
月
９
日
は
『
救
急
の
日
』

　

９
月
９
日
（
金
）
は
『
救
急

の
日
』
で
す
。『
救
急
の
日
』

を
含
む
９
月
４
日
（
日
）
か
ら

９
月
10
日
（
土
）
ま
で
の
１
週

間
は
『
救
急
医
療
週
間
』
と
な

っ
て
い
ま
す
。

●
救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協

力
を
！

　

救
急
車
は
、
ケ
ガ
人
や
急
病

人
な
ど
を
急
い
で
病
院
に
搬
送

す
る
も
の
で
す
。
緊
急
で
は
な

い
の
に
救
急
車
を
要
請
す
る

と
、
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と

す
る
ケ
ガ
人
や
急
病
人
が
発
生

し
た
場
合
、
遠
く
の
救
急
車
が

出
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
到
着

が
遅
れ
、
救
え
る
命
が
救
え
な

く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院

に
行
け
る
場
合
は
、
救
急
車
以

外
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ケ
ガ
人
や
急
病
人
の
様
子
、

事
故
の
状
況
か
ら
、
急
い
で
病

院
へ
連
れ
て
い
っ
た
ほ
う
が
よ

い
、
ま
た
は
救
急
車
を
要
請
す

る
か
迷
っ
た
場
合

は
、
１
１
９
番
通
報

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

情報スクランブル

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
台
風
・
大
雨
等
災
害
に

　

備
え
よ
う

　

台
風
や
大
雨
等
に
よ
る
災
害

の
発
生
し
や
す
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
次

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
日
頃
か
ら
予
報
に
関
心
を
持

ち
、
気
象
情
報
を
確
認
す
る

○
家
族
で
避
難
場
所
、
経
路
、

連
絡
方
法
を
確
認
し
て
お
く

○
緊
急
時
の
携
行
品
を
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
▽
携
行
食
、

懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、
貴
重
品
、

下
着
等

○
崖
下
や
河
川
近
く
の
危
険
地

帯
で
は
雨
の
降
り
方
に
注
意

し
、
早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま

し
ょ
う

●
「
ラ
イ
ト
の
早
め
点
灯
」
に

心
が
け
ま
し
ょ
う

　

日
の
暮
れ
る
の
が
早
く
な
り

ま
し
た
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、

ま
だ
見
え
る
か
ら
と
い
っ
て
ラ

イ
ト
を
点
け
る
こ
と
を
遠
慮
し

て
い
ま
せ
ん
か
？

　

自
分
の
車
の
存
在
を
早
く
他

の
車
両
や
歩
行
者
に
知
ら
せ
る

た
め
に
も
、
ぜ
ひ
「
ラ
イ
ト
の

早
め
点
灯
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

編
集
後
記

　

今
月
号
で
は
、
田
子
町
野
外
活
動
協

会
に
よ
る
富
士
登
山
で
の
た
っ
こ
に
ん

に
く
Ｐ
Ｒ
を
紹
介
し
ま
し
た
。「
た
っ
こ

に
ん
に
く
は
知
っ
て
い
る
け
ど
食
べ
た

こ
と
は
な
い
」
と
い
う
登
山
客
が
多
く

い
た
よ
う
で
す
。
富
士
山
で
配
っ
た
１

玉
の
に
ん
に
く
が
「
た
っ
こ
」
の
名
前

に
加
え
て
、
日
本
一
の
品
質
も
多
く
の

人
に
広
め
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
不
法
投
棄
現
場
を
紹

介
し
ま
し
た
。
国
道
１
０
４
号
沿
い
で

見
た
粗
大
ご
み
は
目
立
つ
よ
う
に
捨
て

ら
れ
、
誰
か
見
つ
け
た
人
が
処
理
す
る

だ
ろ
う
と
考
え
て
放
置
し
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
一
方
、
林
道
脇
の
粗
大
ご

み
は
、
藪
の
中
の
非
常
に
探
し
に
く
い

場
所
に
捨
て
ら
れ
て
お
り
、
見
つ
け
る

ま
で
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
短
期
間
で
発
見
さ
れ
た
２
件
は
、

た
ま
た
ま
連
続
し
て
見
つ
か
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
頻
繁
に
不
法
投
棄

が
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　

撤
去
す
る
人
の
迷
惑
を
考
え
ず
、
緑

豊
か
な
美
し
い
自
然
を
ご
み
で
汚
し
た

ま
ま
、
平
気
で
い
ら
れ
る
こ
と
が
理
解

で
き
ま
せ
ん
。
ご
み
を
捨
て
る
前
に
周

り
の
景
色
を
見
渡
し
、
踏
み
と
ど
ま
る

気
持
ち
を
持
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

（
広
報
担
当　

Ｈ
・
Ｓ
）

風
鈴
を
下
げ
て
軒
先
低
く
せ
り 

や
な
た
翠
芳
（
孝
芳
）

競
ひ
咲
き
負
け
は
な
か
り
し
花
菖
蒲 

原
　
瓢
子
（
徳
造
）

鳴
く
と
い
ふ
砂
踏
ん
で
ゆ
く
晩
夏
光 

森
き
よ
し
（
清
）

日
盛
り
に
水
筒
大
事
に
仕
事
場
へ 

田
畑
幸
栄

前
向
き
に
生
き
て
路
傍
の
夏
蓬 

川
村
キ
ヱ

椅
子
の
向
き
変
へ
て
本
音
の
サ
ン
グ
ラ
ス 

堀
　
つ
や
子

熟
れ
時
は
喰
ひ
に
行
き
た
し
野
桑
の
実 

山
本
一
枝
子

愛
さ
れ
ず
麦
の
黒
穂
の
ご
と
く
生
き 

柳
　
青
郷
（
政
司
）

止
め
草
を
取
り
て
お
日
様
ま
か
せ
の
田

 

原
　
秋
月
（
菊
次
郎
）

裸
子
の
珍
獣
の
ご
と
動
き
け
り 

中
村
麿
也
（
忠
充
）

無
職
の
背
い
つ
ま
で
淋
し
更
衣 

佐
藤
桂
水
（
善
太
郎
）

タプコピアン文芸
みろく吟社（会長　簗田孝芳）

俳
句



1

●
夕
涼
み
会

　

７
月
30
日
、
夕
涼
み
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
地
域
ぐ
る
み
で

の
夕
涼
み
会
に
加
え
て
、
ミ
ニ

山
車
運
行
と
お
み
こ
し
合
戦
に

初
挑
戦
し
ま
し
た
。

０
歳
児
か
ら
２
歳
児

ま
で
は
、
か
わ
い
い

た
す
き
と
鉢
巻
を
し

て
保
護
者
と
一
緒
に

山
車
を
引
っ
ぱ
り
ま

し
た
。
３
歳
以
上
の

子
ど
も
た
ち
は
ク
ラ

ス
ご
と
に
お
み
こ
し

を
担
ぎ
ま
し
た
。

　

自
分
の
ク
ラ
ス
の

掛
け
声
が
一
番
元
気

が
出
る
よ
う
に
、
ク

ラ
ス
全
員
が
保
護
者

の
応
援
を
受
け
な
が

ら
「
わ
っ
し
ょ
い
」

「
わ
っ
し
ょ
い
」
と
威
勢
よ
く

園
庭
を
担
ぎ
ま
わ
り
ま
し
た
。

最
後
に
理
事
長
か
ら
一
番
元
気

だ
っ
た
ク
ラ
ス
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
が
、
発
表
を
待
つ
子
ど

も
た
ち
は
、「
お
願
い
し
ま
す
。

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
…
…
」
と
ド
キ
ド
キ
し

た
様
子
で
し
た
。
そ
の
両
手
を

合
わ
せ
て
願
っ
て
い
る
姿
は
本

当
に
愛
お
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

夕
涼
み
会
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
は
ハ
ッ
ス
ル
パ
パ
と
称
し
、

お
父
さ
ん
方
か
ら
の
余
興
ダ
ン

ス
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
大
成
功
を
収
め

ま
し
た
。
ま
た
、
田

子
高
校
の
生
徒
さ
ん

の
盆
踊
り
は
素
晴
ら

し
く
、
地
域
の
方
々

も
自
然
と
盆
踊
り
の

中
に
吸
い
込
ま
れ
、

汗
を
流
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
を
通
し

て
、
ご
家
族
や
地
域

の
方
々
が
一
緒
に
な

っ
て
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
経
験
は
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て

良
い
思
い
出
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
ひ
と
夏
の
思
い

出
は
、
最
後
の
打
ち
上
げ
花
火

と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
の
心
に

残
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
地
域
の
方
々
の
ご
協

力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

学
校
の
話
題
　 

田
子
保
育
園

誕生

●川下瑶
ようへい

平（徹・悠美子）／西舘野
●柳田夏

か い

生（知範・功子）／雀ヶ平
●古郡　丞

じょう

（直樹・桂子）／矢田郎

●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●工藤健一（原）
　名久井紗聡（八戸市）

お悔やみ
●宇藤くに（93歳）風張
●千葉周一（68歳）清水頭
●尾形みつゑ（83歳）清水頭
●畠山德次郎（85歳）西舘野
●宮村ふで（98歳）下田子
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
23
年
７
月
31
日
現
在

世帯数／2257（−２）
人口／6589（−９）
男／3168（−５）
女／3421（−４）

（　）内は前月比です
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●9月2日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●9月5日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●9月7日（水）
　個別接種
　（せせらぎの郷）午前9:30〜10:00
●9月9日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●9月12日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●9月13日（火）
　若年生活習慣病予防健診
　（田子高校）午前7:15〜8:15
●9月14日（水）
　こども健診
　（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30

　ポリオ
　（せせらぎの郷）午後0:30〜1:00
●9月21日（水）
　乳がん検診
　（せせらぎの郷）午前10:30〜午後1:30
●9月22日（木）
　乳がん検診
　（せせらぎの郷）午前10:30〜午後1:30
　デイケア
　（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●9月26日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●9月28日（水）
　乳児健診
　（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
　ふれあい体験学習
　（せせらぎの郷）午前10:00〜11:00
●9月30日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
　なるほど500キロカロリー教室
　（せせらぎの郷）午前11:00〜午後1:00
　元気たべもの教室
　（田子幼稚園）午後1:30〜2:30

健康・介護に関するご相談は
せせらぎの郷へ ☎20-7100

9月の主な保健・介護予防事業予定表

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ

◎サポートセンター　☎０１２０−５５７−７５９
　テレビの映りが悪い、一部のチャンネルが映らない、
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。

◎故障受付　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが全く映らない、などの故障時にご連絡ください。


